
 

 

 

千葉県における職員能力開発の体系 

 

研修による能力開発は、次の体系により実施します。 
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派 遣 研 修 

特 別 研 修 

パワーアップ研 修 

職
員
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
研
修 

自 主 的 学 習  

ＯＪＴ(職場学習) 

推 奨 職 位 を示 し希 望 者 を募 集 して実

施 し、職 員 の意 欲 向 上 と能 力 開 発 に

必 要 な知 識 ・能 力 を習得 できる研 修  

研 修 生 を指 定 して実 施 し、各 階 層 の

職 員 に期 待 される役 割 と責 任 を果 た

すために、職 務 を遂 行 する上 で必 要 な

知 識 ・能 力 を習 得 できる研 修  

階 層 別 研 修  

県 政 が直 面 している課 題 に対 応 する

ため 時 宜 を得 たテーマを取 り上 げて

実 施 し、県 政 基 盤 の強 化 に役 立 つ研

修  

部 局 研 修 

職 員 が自 発 的 ・計 画 的 に実 施 する学

習  

県 の組 織 では得 られない職 務 を遂 行

する上 で必 要 な知 識 ・能 力 の習 得 や

実 務 の 経 験 の た め 、 職 員 を 国 や 市

町 村 、その他 の団 体 、海 外 に派 遣 し

て実 施 する研 修  

部 局 長 ・任 命 権 者 が実 施 し、部 局 等

の職 員 が職 務 を遂 行 する上 で必 要 な

知 識 ・能 力 を習 得 できる研 修  

管 理 ・監 督 者 又 は上 司 が職 員 に対 し

て 日 常 業 務 を 通 じ て 行 う 「 個 別 指

導 」、職 員 が職 場 で行 う「相 互 学 習 」、

職 員 が特 定 の課 題 を設 定 して職 場 で

行 う「集 団 学 習 」 
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仕事を進める上で必要な２０の能力

　　平成２６年度職員能力開発体系図
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4 新採職員基礎研修

5 新規再任用職員研修

政策法務（チャート化で学ぶ立法）

説明力向上

アサーティブ・コミュニケーション

プレゼンテーション力向上

（相互理解のための）質問力向上

クレーム対応（基本編）

ハードクレーム対応

コーチング

行政法・行政訴訟

簿記の基礎

法人財務・新地方公会計制度

ロジカル・ライティング
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Excel応用編（ｅラーニング）

PowerPoint入門編（ｅラーニング）
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モチベーションアップ
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1 新採職員研修

2 新採職員フォローアップ研修

3 新採看護職員研修

4 副主査級研修
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3 人材育成（ＯＪＴ）研修
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10 育成指導者研修

6 副主幹級研修

7 副課長・主幹級研修

8 新任所属長研修



「千葉県人財開発基本方針（平成１８年４月）」より抜粋 
 
 

（参考）県職員として求められる能力の定義 

 
〇 第 2 章第 3 節図 1 に示した「仕事を進める上で必要な能力」の定義は以下のとおりです。 

 
（１）行動の原点・エンジン 

項目 定義 

県民志向 県民ニーズを敏感かつ正確に察知し、それを実現していくため、常に県民の立場に立って
考え行動している。 

達成志向 高い目標を掲げ、困難な課題や状況にも果敢に挑戦し、目標の達成に向け、最後まで粘り
強く取り組んでいる。 

役割理解力 組織の目標を達成するために期待される自己の役割を理解し、当事者意識と使命感を持っ
て、率先して仕事を進めている。また、公務員倫理や規律を尊重している。 

チームワーク チームの一員として、チームの状況に気を配り、他のメンバーと協力しあうという姿勢で
仕事に取り組み、チームの目標達成に貢献している。 

 
（２）組織推進行動 

項目 定義 

リーダーシップ 組織の目標や戦略等を部下に明示するとともに、部下からの意見に耳を傾けながら、組織
の目標達成に向けて部下を動機付け、導いている。 

 
意思決定力 的確な情報、情勢分析に基づき、大局的な見地から、将来を見据えた、適時・的確な決断

を行っている。 

人財開発力 部下の能力開発に関心を持ち、能力や職責に応じて適切な機会や場面を設け、能力開発の
支援・動機付けを意識的に行っている。 

組織目標管理力 部下の目標設定を望ましい方向に導くとともに、適切な進捗管理と公正な評価を通じて、
組織の目標達成に向けた適正なマネジメントを行っている。 

 
（３）対人関係行動 

項目 定義 

対人理解力 相手の行動や思考パターンから、言葉には表れていない意図や意思、感情を的確に推察し
ている。 

信頼構築力 職務と関連する相手と友好的な関係やネットワークを築き、維持している。また、意見が
対立する相手に対しても、対立の解消に努めている。 

合意形成力 異なる考えやセクターの違いを乗り越えて課題を調整し、相手に自分の考えを理解させた
り、意図する行動を促している。 

プレゼンテーショ
ン力 

自ら、あるいは組織の考えを、適切な方法で分かりやすく、かつ確実に相手に伝えている。 

  



（４）思考・認識 

項目 定義 

分析的思考 複雑な問題や状況を構成部分にまで分解し、整理・比較している。 

概念化思考 複雑な問題や状況に対し、ポイントや関連性を見出し、抽象化したり新しい考えをつくり
出している。また、複雑な状況の中にパターンや本質を見出している。 

情報志向 必要な情報の所在を的確に捉え、庁内外のネットワークを活用するなど最適な手段で情報
を収集し、活用（できるように）している。また、戦略的に情報発信している。 

専門性 業務遂行に有用な専門的知識・技能を持ち、仕事に活用するとともに、組織内に蓄積して
いる。また、専門性の向上に向け自己の能力開発にも積極的に取り組んでいる。 

 
 
（５）職務行動 

項目 定義 

協働志向 組織の枠組みを越えて、他の主体(庁外・庁内)と連携し、課題の解決や新たな価値の創出
に向け、建設的な意見を引き出すとともに、一定の方向に導いている。 

効果効率志向 目標達成に向けた段取りや手順を構想し、効率的かつ効果的な業務プロセスを形成してい
る。 

確認徹底力 仕事を進める上で漏れやミスがないか、あるいは決められた基準からずれていないかを確
認しながら、最後まで手を抜かずに取り組んでいる。 

状況適応力 状況の変化や新たな課題を客観的に捉え、柔軟性のある判断のもとに、仕事の方向性やや
り方をスピーディに調整・変更している 

 

【参考】第２章第３節 

 図１ 仕事を進める上で 

必要な能力 
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